
同
窓
会
総
会
・
第
１
回
ク

ラ
ス
会
長
会
議
は
全
て
の
議

件
を
承
認
し
無
事
に
終
了

令
和
5
年
4
月
10
日
、
中
央

公
民
館
彦
三
館
大
研
修
室
に
於

て
、
来
賓
と
し
て
中
央
公
民
館

館
長
の
藤
家
利
重
氏
を
お
迎
え

し
て
、
令
和
5
年
度
高
砂
大
学

校
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
窓
会
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
の
後
、
総
会
は
代
議
員
総
数

115
名
中
89
名
の
出
席
を
も
っ
て
、

会
は
成
立
し
た
。
議
長
は
108
期

1
組
の
田
中
隆
夫
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

議
事
と
し
て
令
和
4
年
度
事

業
、
収
支
決
算
、
会
計
監
査
の

報
告
、
役
員
一
部
改
選
の
提
案
、

令
和
5
年
度
事
業
、
予
算
案
の

説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
を
経

て
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

4
月
17
日
（
月
）
、
令
和
5

年
度
第
１
回
ク
ラ
ス
会
長
会
議

が
彦
三
館
大
研
修
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
後
１

時
半
よ
り
各
ク
ラ
ス
会
長
67
名

の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
、
最
初

に
金
沢
市
民
憲
章
の
唱
和
を
瀧

本
理
事
が
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
小
野
会
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
今
年
度

の
取
組
み
と
し
て
同
窓
会
活
動

で
は
協
力
店
事
業
を
再
出
発
さ

せ
る
た
め
に
今
年
2
月
か
ら
同

窓
会
役
員
で
す
べ
て
の
店
舗
及

び
事
業
店
を
訪
問
し
ま
し
た
。

各
店
舗
で
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

確
認
し
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
こ
と
。
こ
の
結
果
新

し
く
協
力
店
と
な
る
12
店
舗
を

加
え
協
力
店
は
約
100
店
舗
と
な
っ

た
事
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
高

砂
一
座
の
事
業
に
つ
い
て
は
各

公
民
館
及
び
老
人
ホ
ー
ム
を
訪

問
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
す
る
た
め
会
員
へ
の
広
報
と

協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
彦
三
館
の
田

鶴
直
人
館
長
か
ら
は
日
頃
の
お

礼
と
今
年
度
金
沢
市
の
人
事
異

動
で
生
涯
学
習
課
長
と
し
村
田

正
人
氏
が
就
任
し
彦
三
館
で
も

２
名
の
異
動
が
あ
っ
た
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
議
件
の
審
議
に
入

り
幾
つ
か
の
報
告
の
後
、
石
野

副
会
長
よ
り
第
43
回
す
こ
や
か

体
育
ま
つ
り
の
説
明
が
あ
り
本

年
度
は
昨
年
度
よ
り
内
容
を
拡

大
し
午
前
及
び
午
後
に
わ
た
り

開
催
す
る
事
、
期
ク
ラ
ス
対
抗

種
目
を
取
り
入
れ
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

上
野
副
会
長
よ
り
第
41
回
作

品
発
表
会
は
昨
年
同
様
に
実
施

し
内
容
を
膨
ら
ま
せ
て
開
催
し

た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

松
田
副
会
長
よ
り
第
45
回
生
き

が
い
演
芸
発
表
会
に
つ
い
て
は

説
明
が
あ
り
40
演
目
と
昨
年
よ

り
拡
大
し
実
施
し
た
い
こ
と
、

幕
前
で
の
ク
ラ
ス
等
の
出
演
募

集
へ
の
協
力
の
依
頼
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
看
護
学
生
の
臨
地

実
習
の
実
施
へ
の
協
力
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
。

堂
前
副
会
長
の
福
祉
渉
外
か

ら
は
長
寿
祝
い
の
実
施
と
移
行

期
間
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

泉
屋
事
務
局
長
か
ら
今
年
の

大
き
な
行
事
と
し
て
創
立
60
周

年
記
念
事
業
の
内
容
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
藤
堂
記

念
事
業
委
員
会
委
員
長
よ
り
記

念
誌
の
発
刊
を
行
い
全
会
員
へ

の
配
布
を
行
う
旨
、
説
明
が
あ

り
原
稿
執
筆
に
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
記
念
行
事
と
し
て
８

月
20
日
（
日
）
、
石
川
県
立
音

楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル
に
て
記
念
式

典
、
記
念
講
演
、
記
念
演
奏
会

を
実
施
、
引
き
続
き
ホ
テ
ル
金

沢
に
て
記
念
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ

の
開
催
、
記
念
植
樹
も
行
う
と

あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
今
年
度

の
五
大
事
業
は
す
べ
て
に
創
立

60
周
年
記
念
と
冠
を
付
け
て
実

施
す
る
こ
と
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
後
の
活
動
で
の
連
絡
事
項

等
も
あ
り
各
会
長
か
ら
は
い
く

つ
か
の
質
問
や
意
見
も
い
た
だ

い
た
後
、
全
て
の
議
件
が
承
認

さ
れ
て
会
議
を
終
え
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
多
数
の
会
長
に

ご
出
席
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
承
認
さ
れ
て
事
業

に
つ
い
て
着
実
に
実
行
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
会
員

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

令
和
５
年
度

第
１
回
ク
ラ

ス
会
長
会
議
を
聞
い
て

同
窓
会
理
事

111
期
期
１
組

高
本

昇

時
間
厳
守
で
始
ま
っ
た
会
議

は
ま
ず
報
告
事
項
、
第
43
回
す

こ
や
か
体
育
ま
つ
り
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
質
問
は
無
く
続
い

て
第
41
回
作
品
発
表
も
質
問
は

無
く
続
い
て
第
45
回
高
砂
演
芸

発
表
会
も
質
問
が
な
く
坦
々
と

進
み
ま
し
た
。

本
年
度
最
大
の
行
事
と
し
て

高
砂
大
学
校
創
立
60
周
年
記
念

事
業
が
あ
り
ま
す
。
記
念
式
典

は
令
和
５
年
８
月
20
日
（
日
）

９
時
～
12
時
ま
で
、
場
所
は
石

川
県
音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル
定
員

720
名
予
定
、
で
す
。
記
念
式
典

の
後
「
ホ
テ
ル
金
沢
」
に
て
記

念
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
、

参
加
者
各
期
ク
ラ
ス
会
役
員
及

び
グ
ル
ー
プ
役
員
。
講
師
等
約

300
名
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

余
興
に
つ
い
て
は
邦
楽
ホ
ー

ル
の
式
典
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
（
小
編
成
）

子
供
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
加
賀
豊
年

太
鼓
、
記
念
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー

で
高
砂
一
座
の
４
グ
ル
ー
プ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

５
月
２
日
（
火
）
の
リ
ー
ダ
ー

講
演
会
後
の
午
後
３
時
頃
か
ら
、

彦
三
公
民
館
前
で
「
枝
垂
れ
桜
」

の
記
念
植
樹
を
予
定
し
て
い
ま

す
。そ

の
後
質
問
が
出
ま
し
た
。

高
砂
同
窓
会
に
入
会
せ
ず
に
ク

ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る
方
が
ま

だ
い
ま
す
。
「
高
砂
同
窓
会
会

員
証
を
見
せ
て
下
さ
い
」
と
言
っ

て
も
「
今
日
忘
れ
た
か
ら
明
日

持
っ
て
き
ま
す
」
と
言
い
、
翌

日
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
証

は
他
人
の
も
の
を
借
り
て
き
た

そ
う
で
す
。
今
で
も
こ
の
様
な

人
が
い
ま
す
の
で
、
厳
し
く
対

応
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
で
は
「
各
グ
ル
ー
プ

に
お
け
る
同
窓
会
会
員
確
認
報

告
書
」
を
５
月
末
ま
で
に
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
も
行
っ
た
事
な
の
で
、
再
度

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
前
述
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
規
協
力
事
業
者
の
紹
介

同
窓
会
理
事

113
期
3
組

西
本

幹
夫

今
年
度
か
ら
新
し
く
協
力
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
事

業
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
「
兼
六
亭
」
を
詳
し

く
紹
介
い
た
し
ま

す
。
お
店
は
兼
六

園
霞
が
池
の
下
手
、

日
本
最
古
の
噴
水

の
前
に
あ
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
は
カ
ウ

ン
タ
ー
席
と
テ
ラ

ス
席
で
9
時
～
16

時
（
土
日
祝
は
8

時
～
17
時
）
、
水

の
音
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
お
茶
や
お
菓
子
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝

食
は
９
時
～
11
時
（
土
日
祝
は

８
時
～
11
時
）
で
予
約
が
必
要

で
す
。
昼
食
は
11
時
～
14
時
で

す
。ま

た
テ
ー
ブ
ル
席
で
ゆ
っ
た

り
と
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
「
幻
庵
」
も
あ
り
、
こ
ち

ら
は
昼
食
（
11
：
30
～
、
13
：

30
～
）
、
夕
食
（
18
：
00
～
）

と
も
要
予
約
で
す
。
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

令 和 ５ 年 ５ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ３ ５ 号

祝
創
立

６
０
周
年

QR コードで
ホームページへ

総会・クラス会長会議開催される
た
か
さ
ご
新
聞
発 行

高砂大学校同窓会

会長 小野 隆

〒920-0901

金沢市彦三町1-15-5

金沢中央公民館2F

TEL(076)261-8101

FAX(076)261-8149

（HＰ)http://www.

takasagoob.net

会
長

モ
ッ
ト
ー

明
る
く
楽
し
く

そ
し
て
笑
顔
で

令 和 五 年 度 高 砂 大 学 校 同 窓 会

創立６０周年記念 そして コロナ後へスタート！！

創立６０周年記念

第４３回
すこやか体育まつり

日時：６月６日（火）午前１０時開会
場所：市総合体育館（金沢市泉野出町）

今年は昼食をはさんで午後まであります！

昼食は観覧席でも食べることが出来ます

弁当は芝寿司を注文することもできます（クラス単位）

もちろん弁当の持込、外食も可能です

会員証・上履き・下足袋・プログラムを忘れずに！

プログラムの半券には事前に記入してきてください

（受付が混雑します）

駐車場はx台まで可能です。

案内の役員に従ってください（先着順です）

事業名 開催日 開始時間 会場・場所

リーダー研修会 ５月２日（火） 午後１時半 彦三館大研修室

第４３回すこやか体育まつり ６月６日（火） 午前１０時 市総合体育館

第４１回作品発表会 ８月１・２日（月・火） 午前９時 彦三館大研修室

創立６０周年記念事業（式典） ８月２０日（日） 午前９時 音楽堂邦楽ホール

第２回クラス会長会議 ９月５日（火） 午後１時半 彦三館大研修室

長寿の祝い ９月２１日（木） 午後１時半 彦三館大研修室

共同募金活動への協力 １０月１～７日（日～土） 金沢市内

第４５回生きがい演芸発表会 １０月１８日（水） 午前９時 金沢市文化ホール

金沢マラソン応援 １０月２９日（日） 金沢市内

日帰り研修旅行 １０月３１日（火） 北陸三県等（予定）

第３回クラス会長会議 １２月５日（火） 午後１時半 彦三館大研修室

第２回グループ代表者懇談会 １２月１２日（火） 午後１時半 彦三館大研修室

新春のつどい 令和６年１月１２日（金） 午前１１時 ホテル金沢

令和５年度 事業計画

（注）開始時間は変更になることがあります。その際は改めてお知らせします。

新規協力事業者

尾張町商店街

・ギャラリー三田（ギャラリー）

・ラ・メゾン・ドゥ・ミズキ（洋菓子）

・（株）山田時計店（時計・宝飾）

・（株）越山商店（越山甘清堂）

・（株）細字印刷店（印鑑）

・佐野商舗（ギフト・記念品）

・四知堂（台湾料理）

・鈴木管工業（株）（空冷暖設備）

その他

・ポール・ボキューズ（フランス料理）

・シャマロン（ランチ・カラオケ）

・兼六亭（食事処）



め
ざ
そ
う
１
０
０‼

高
砂
グ
リ
ー
ン
会

会
長

111
期
3
組

奥
野

繁
雄

発
足
し
て
、
今
年
で
3
年
目

を
迎
え
ま
す
。
年
間
6
回
の
例

会
（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）
4
月
、

5
月
、
7
月
、
9
月
、
10
月
、

11
月
の
基
本
毎
月
第
3
火
曜
日

開
催
で
す
。

空
模
様
に
影
響
を
受
け
る
野

外
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
開
催
日

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
金
沢
市
内
近

郊
の
ゴ
ル
フ
場
で
昼
食
付
総
額

七
〇
〇
〇
円
を
上
回
ら
な
い
ゴ

ル
フ
場
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
令
和
5
年
度
は
、

4
月
石
川
ゴ
ル
フ
、
5
月
ツ
イ

ン
フ
ィ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
、
7
月
金

沢
リ
ン
ク
ス
、
9
月
（
会
長
杯
）

金
沢
東
ゴ
ル
フ
、
プ
レ
ー
終
了

後
懇
親
会
、
10
月
山
代
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
、
11
月
金
沢
カ
ン
ト
リ
ー
、

プ
レ
ー
終
了
後
納
会
懇
親
会
一

泊
二
日
「
河
北
亭
」
に
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
総
数
18
名
の
内
、
令
和

5
年
度
の
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
参
加

者
は
15
名
で
す
。
諸
事
情
で
毎

回
参
加
で
き
な
い
会
員
の
方
も

お
い
で
ま
す
が
、
毎
回
4
組

（
最
大
16
名
）
で
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ

プ
レ
ー
参
加
者
の
年
齢
は
、
69

歳
～
83
歳
で
す
。
各
自
自
分
の

体
調
管
理
を
維
持
し
て
参
加
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
健
康
寿

命
を
延
ば
そ
う
目
標
は
高
く
、

ゴ
ル
フ
ス
コ
ア
と
同
じ
く
百
歳

ま
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う‼

現
役
時
代
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
で
い
た
方
々
で
、
ま
た
ゴ
ル

フ
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
み
た
い

方
は
是
非
、
高
砂
グ
リ
ー
ン
会

へ
の
加
入
を
心
待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
。

高
砂
寿
雪
書
道
会
バ
ス
研

修
旅
行
「
奉
納
揮
毫
」
に

参
加
し
て113

期
2
組

縄

眞
知
子

4
月
3
日
は
世
界
平
和
を
願
っ

て
「
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
が
開
催
さ
れ
る
日
で

す
。
今
回
の
舞
台
は
国
宝
高
岡

山
瑞
龍
寺
。
午
前
8
時
半
、
バ

ス
に
て
総
勢
44
名
が
金
沢
駅
を

出
発
し
ま
し
た
。

高
岡
市
は
晴
天
、
桜
が
か
ろ

う
じ
て
満
開
を
保
っ
て
い
る
状

態
で
す
。
そ
ん
な
中
、
い
よ
い

よ
阿
部
豊
寿
先
生
の
奉
納
揮
毫

が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
黒
の
パ
ネ
ル
に
金
文

字
で
「
想
」
と
書
か
れ
、
寿
雪

先
生
も
「
特
に
『
心
』
の
と
こ

ろ
が
よ
か
っ
た
」
と
感
心
し
き

り
で
し
た
。

続
い
て
生
田
流
正
派
邦
楽
会

の
北
村
雅
恋
さ
ん
が
筝
を
奏
で

る
中
、
縦
7
メ
ー
ト
ル
、
横
15

メ
ー
ト
ル
の
大
作
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
豊
寿
先
生
の
「
エ
ェ
ー

イ
」
と
い
う
気
合
の
も
と
、
一

文
字
一
文
字
が
力
強
く
書
か
れ

て
い
き
ま
す
。

最
後
に
浮
か
び
上
が
っ
た
文

字
は
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」

と
い
う
聖
徳
太
子
の
十
七
条
の

憲
法
第
一
条
の
言
葉
で
し
た
。

間
近
に
見
る
大
筆
に
よ
る
書
に

圧
倒
さ
れ
た
時
間
で
し
た
。

こ
の
後
、
万
葉
歴
史
館
、
新

湊
市
の
「
き
っ
と
き
と
市
場
」

を
回
っ
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た

が
、
万
葉
歴
史
館
で
は
、
こ
の

日
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人
公

で
あ
る
「
牧
野
富
太
郎
と
万
葉

集
」
の
展
示
会
が
4
月
12
日
か

ら
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
賑
わ
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ

う
な
と
思
い
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
を
見
る

に
つ
け
、
世
界
平
和
の
尊
さ
と
、

平
和
の
中
で
書
道
に
い
そ
し
む

こ
と
が
出
来
る
幸
せ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
砂
シ
ニ
ア
芸
能
倶
楽
部

代
表

104
期
2
組

井
村

小
代

子
供
の
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好

き
で
し
た
が
、
身
体
が
弱
く
じ
っ

と
寝
て
い
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、

楽
し
み
は
ラ
ジ
オ
で
し
た
。
美

空
ひ
ば
り
か
ら
バ
イ
オ
リ
ン
の

ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
に
心

を
奪
わ
れ
夢
中
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

齢
を
経
る
毎
に
ま
さ
か
民
謡

な
ん
て
、
と
興
味
が
湧
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
耳
に
す
る
う
ち

に
好
き
な
曲
も
増
え
て
ゆ
き
ま

し
た
。
賑
や
か
な
中
に
も
哀
愁

の
あ
る
旋
律
に
取
り
込
ま
れ
て
、

今
ま
で
山
登
り
が
一
番
の
趣
味

だ
っ
た
私
が
民
謡
に
合
せ
て
踊

る
こ
と
に
楽
し
み
を
見
出
す
と

は
・
・
。
今
、
自
分
自
身
こ
の

顛
末
に
驚
い
て
い
ま
す
。

遥
か
な
昔
、
生
活
の
営
み
の

中
か
ら
唄
い
継
が
れ
て
き
た
民

謡
、
踊
り
は
人
間
の
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
娯
楽
と
し
て
、

今
に
続
い
て
い
ま
す
。

会
社
勤
め
を
辞
め
て
す
ぐ
に

高
砂
大
学
校
。
大
学
院
と
学
び
、

そ
の
新
年
会
の
席
で
円
卓
に
坐
っ

て
い
る
方
々
が
皆
着
物
で
、
着

付
け
の
で
き
な
い
私
に
「
民
舞

に
入
れ
ば
着
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
っ

た
の
で
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

民
衆
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き

た
歌
の
懐
か
し
さ
、
歌
い
手
の

節
回
し
の
巧
み
さ
、
そ
し
て
教

え
て
く
だ
さ
る
師
の
厳
し
く
も

凛
と
し
た
振
付
動
作
に
魅
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

洋
楽
一
辺
倒
だ
っ
た
私
が
民

謡
に
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
は
や

は
り
民
族
と
し
て
の
記
憶
な
の

か
と
少
し
誇
り
に
も
思
わ
れ
ま

す
。休

息
時
間
の
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
い
で
す
。
時
に
は
翌
日
筋

肉
痛
を
覚
え
ま
す
が
、
今
日
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
幸
い
を
思

い
ま
す
。

放
置
し
て
い
れ
ば
衰
え
て
ゆ

く
一
方
の
筋
力
と
記
憶
力
。
現

状
維
持
で
こ
の
ま
ま
保
っ
て
い

て
く
れ
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

長
く
て
暗
い
冬
を
終
え
て
、

光
あ
ふ
れ
る
緑
の
季
節
、
次
々

に
芽
吹
く
と
き
、
こ
の
命
の
始

ま
り
の
時
に
新
し
い
方
々
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歌
、
踊
り
、
音
楽
。
こ
れ
ら

素
晴
ら
し
い
人
間
の
生
命
の
基

を
成
す
も
の
！
踊
る
楽
し
さ
を

御
一
緒
に
い
た
し
ま
せ
ん
か
。

素
晴
ら
し
い

ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ

高
砂
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ

講
師

笠
間

祐
子

ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ
は

第
１
教
室
と
第
２
教
室
の
２
ク

ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
第
１
教
室

が
定
員
い
っ
ぱ
い
の
為
、
昨
年

９
月
に
第
２
教
室
が
発
足
し
ま

し
た
。
第
２
教
室
は
五
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
で
は

15
名
に
増
え
、
毎
回
、
楽
し
く

レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
ク
ラ

ブ
は
、
坂
田
毅
会
長
を
中
心
に

素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

日
々
進
化
発
展
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
で
す
。

そ
の
進
化
発
展
し
て
い
る
様

子
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。ま

ず
、
会
員
の
皆
さ
ん
で
ス

テ
キ
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
で

き
る
の
で
す
。
昨
年
の
12
月
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、

今
年
の
1
月
に
は
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
全
員
が
独
奏
、

独
唱
、
楽
器
演
奏
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
先
日
は
、
朗
読

の
会
の
「
九
官
鳥
の
会
」
か
ら

の
依
頼
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
ま
し
た
。
昔
懐
か
し
い
曲

の
数
を
キ
ー
ボ
ー
ド
合
奏
や
ピ

ア
ノ
独
奏
で
披
露
し
て
、
た
く

さ
ん
の
方
に
喜
ん
で
頂
き
ま
し

た
。こ

う
し
て
、
ら
く
ら
く
ピ
ア

ノ
ク
ラ
ブ
は
一
人
で
演
奏
し
た

り
、
み
ん
な
で
合
奏
し
た
り
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
演
奏
す

る
人
も
楽
し
み
、
聴
く
人
も
楽

し
め
る
の
で
す
。
会
場
に
い
る

人
全
員
が
自
然
と
笑
顔
に
な
っ

て
、
気
持
ち
ま
で
ほ
っ
こ
り
し

音
楽
を
通
し
て
心
と
心
が
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
1
月
に
は
第
１

教
室
と
第
２
教
室
の
全
員
が
一

同
に
会
し
新
年
会
を
行
い
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
益
々
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
感
動
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
両
ク
ラ

ス
の
進
化
発
展
が
楽
し
み
で
す
。

「
高
砂
か
が
や
き
懐
メ
ロ

ク
ラ
ブ
」
発
足
！

副
会
長

111
期
1
組

清
水

良
子

令
和
5
年
4
月
高
砂
大
学
校

同
窓
会
の
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し

て
「
高
砂
か
が
や
き
懐
メ
ロ
ク

ラ
ブ
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

高
砂
大
学
校
に
入
学
時
「
人

は
出
会
っ
て
知
人
と
な
り
、
語

り
合
っ
て
友
人
と
な
り
、
活
動

し
な
が
ら
仲
間
と
な
る
」
と
い

う
言
葉
に
感
銘
を
受
け
、
心
に

留
め
て
日
々
の
活
動
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
ん
な
活
動
の
中
、
楽
し
い

仲
間
が
集
う
ク
ラ
ブ
を
作
り
た

い
な
・
・
と
漠
然
と
し
た
私
の

夢
、
目
標
み
た
い
な
も
の
が
頭

に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
ク
ラ
ス
会
の
仲

間
と
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
を
立
ち

上
げ
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
2
年

世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
で
の
活
動
も
中
止
、
私
生
活

で
も
生
活
ス
タ
イ
ル
が
激
変
し

て
、
そ
れ
が
1
年
、
2
年
と
続

く
う
ち
私
の
心
も
落
ち
込
み
、

活
動
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
帰
化
落
ち
込
む
中
、

そ
の
反
動
と
し
て
か
、
コ
ロ
ナ

明
け
に
は
ク
ラ
ブ
を
作
り
、
楽

し
く
仲
間
と
活
動
し
た
い
と
の

思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
令
和
5
年

5
月
8
日
か
ら
５
類
感
染
症
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
、

約
3
年
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
規

制
生
活
も
よ
う
や
く
終
わ
り
が

見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

大
学
校
も
修
了
し
、
私
は
高

砂
大
学
校
同
窓
会
に
入
会
、
活

動
し
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
基

に
本
年
度
よ
う
や
く
私
の
夢
を

叶
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
れ
も
同
窓
会
創
立
60
周
年

記
念
の
年
、
「
高
砂
か
が
や
き

懐
メ
ロ
ク
ラ
ブ
」
の
発
足
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
高
砂
大
学
校

同
窓
会
の
諸
先
輩
方
、
同
じ
思

い
の
同
志
の
協
力
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
高
砂
か
が
や
き
懐
メ
ロ
ク

ラ
ブ
」
と
は
誰
も
が
思
わ
ず
口

ず
さ
む
懐
か
し
い
歌
を
笑
顔
で

歌
い
、
皆
さ
ん
と
明
る
く
楽
し

く
！
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

歌
い
、
会
話
し
、
日
々
の
ス

ト
レ
ス
を
解
消
、
免
疫
力
も
ア
ッ

プ
し
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
だ
発
足
し
た
ば
か
り
で
手

探
り
状
態
で
す
が
、
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の
で
、

歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
、

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

練
習
日
に
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
感

染
症
対
策
を
と
っ
て
、
安
全
第

一
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

練
習
日
は
原
則
第
3
金
曜
日

の
13
時
半
か
ら
14
時
半
で
す
。

見
学
は
随
時
可
能
で
す
。

か
が
や
き
111
ク
ラ
ス
活
動

会
長

111
期
3
組

奥
野

繁
雄

こ
の
度
は
高
砂
大
学
校
同
窓

会
60
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
ま

ず
は
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

111
期
3
組
は
大
学
校
終
了
時

60
名
の
ク
ラ
ス
会
員
が
現
在
33

名
、
内
同
窓
会
加
入
者
は
27
名

の
現
状
で
す
。

ク
ラ
ス
会
活
動
と
し
て
、
春

の
イ
ベ
ン
ト
山
菜
採
り
と
、
筍

ほ
り
。
秋
は
日
帰
り
研
修
会
。

新
年
互
例
会
の
三
大
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
第
2
火
曜
日
（
但

し
、
1
月
、
3
月
を
除
く
）
に

ラ
ン
チ
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。た

だ
残
念
な
が
ら
、
参
加
さ

れ
る
会
員
が
固
定
化
さ
れ
る
傾

向
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
半
数
超
の
方
々
が
参
加
さ

れ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

ク
ラ
ス
会
役
員
と
相
談
し
な
が

ら
顔
を
あ
わ
せ
、
他
愛
な
い
会

話
を
楽
し
む
機
会
が
大
事
で
は

と
の
思
い
か
ら
、
ク
ラ
ス
会
活

動
の
企
画
を
継
続
し
て
行
き
た

い
と
10
年
後
の
70
周
年
に
は
、

33
名
の
ク
ラ
ス
会
員
が
半
減
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ク
ラ
ス
会
員
同
士
助
け
合
い
健

康
寿
命
を
延
ば
せ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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令 和 ５ 年 ５ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ３ ５ 号

轟さんに委任状を授与

彦
三
館
に
は
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
せ
ん

駐
車
厳
禁

祝
創
立
６
０

周
年
記
念

会
長

モ
ッ
ト
ー

明
る
く
楽
し
く

そ
し
て
笑
顔
で

。

医療センター展示場


